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Iまし fit.き

家畜が肝蛭に感染しているか否かを診断する方法とし

て，糞便検査，皮内反応、（畜牛〉がある．糞便検査は古

くより本症の診断法として応用され，その技術操作にお

いても改良を加えられ種々の新しい方法が見出されてい

る．これらの方法によって肝蛭虫卵を検出した場合に

は，おおむね宿主が成熟虫体を保有しているものと考え

ねばならない．しかし，肝蛭が肝臓に棲息していても，

肝硬変，胆管炎，石灰沈着，胆管腔が貯留物等によって

閉塞されるために虫卵が排出されない場合，また虫体が

生存していないが，以前に産卵された肝蛭虫卵が糞便中

に検出されるととが考えられる．皮内反応は成熟虫体寄

生の確認、はもちろんのこと，未排卵虫体をも検出てき，

現在広く集団検診，早期診断に応用されている．

いままで肝蛭に感染している動物の肝蛭虫卵排出状況

と寄生肝蛭数，感染経過日数との関係等について詳細に

追究した成績が見当らない．これらの問題は，肝蛭の生

物学的性質を知るととのほかに，宿主の感染程度を把虚

して木症の経過を察知し，史に治療効果を判定するうえ

に極めて重要な意味をもつものと考えられる．

今回，家兎に人工的に肝蛭を感染せしめ，虫卵排出の

消長を長期にわたって観察し，併せて宿主を剖検して寄

生虫体数と排出虫卵数との関係について詳細に検索した

ので，その成績の大要について報告する．

材料および方法

実験に用いた肝蛭メタケノレカリアは，白然感染肝蛭牛

の胆嚢より採集した肝蛭卵を卵7卵器中て牌化させ，排出

したミラキデイウムをヒメモノアラガイ Lymnaeaoll-

ulα に感染させ，自然に洗出したケノレカリアをクロバー

に附着被嚢させ，被嚢後48時間以上のもので10日を経過

し庁、いものを，家兎33匹に経口的に感染せしめた．

m便検査は矢尾反法，渡辺法を用い， E.P.G.をも釦定

した．
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矢尾奴法 ：糞便 2gをビーカーにとり ，15%アンチア

オルミン液約 7-8ccを加え撹枠し，ついて、 100メッシ

ユの金網て尖底試験管に鴻過した後に，同亘：のエーテノレ

を加えて混合撹押し，毎牙1,000回転 3-4好遠沈を行

い沈盗を鏡検した．

渡辺法 ：糞便 5gをビーカーにとり，約 200ccの水を

注加して撹押し，ついて、 100メッシユの金網て鴻過し，

更に水 200ccを加える．鴻液は10好以上静止した後，サ

イフォンて沈澱を乱すことなく上清部を除き，ゆるく振

とう後静かに傾斜し，液面とビーカーの底部との境界部．

より沈j売を巴てツトて吸上げ鏡検した．

なお，矢尾板法，渡辺法ともに，カバーグラス（24×

32mm) 5枚につい検索した．

E.P.G.の算定： Stoll氏の方法を用いた．すなわち，

糞便 3gをとり 45ccの口盛のある試験管に入れ，ついて

N/10 NaOHを加え全量を45ccとし，小ガラス球を入れ

混和した液0.15ccをとり鏡検し，検出卵虫数を 100倍し

てlg中の虫卵数とした．

実験成績

1. 肝蛭感染後より排卵開始までの日数

第1表に示すようにメタセノレカリアを感染させた時期

によって， 4群に区牙して検討をおこなった．すなわ!J,

昭和33年6刀感染させたものをA群，同年12月B群，昭

和34年6月C群，同年10月D群とした.A群 7匹のうち

糞便内に最初に虫卵をみとめたのは No.8の55日目てあ

り，最後に検出したのは No.2の61円円であった．また

A群の平均排卵開始日数は感染後58日であった. B群に

おいては No.19の55日日が最初に虫卵をみとめ， No.12,

15の70日目において最もおくれて虫卵を検出した．また

B群 8匹の平均排卵開始日数は感染後63口であった. c 

群 7匹のうち，最初に虫卵を検出したのは No.21, 22, 

25の58日目であったが， No.29ては69日日とおくれて虫

卵をみとめた．また平均排卵開始日数は感染後61日であ，
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った.D群11匹において最初に虫卵を検出したは No.40 って，それぞれの排卵開始日数は感染後57, 57, 59, 62 

の68日日， 最もおくれてみとめたのは No.32の80日目て 60, 58日， 平均回数59日であった．他方虫体の縦，横径

あり ，平均排卵開始日数は感染後73日であった．このよ の比が 1: 3以上のものは，No.11, 12, 13, 15, 18, 

うに感染してから排卵をは Cめる日数には著しい差異を 31, 32, 37, 39, 40および42の11匹の家兎であって，虫

みとめたが，全実験頭数の平均排卵開始日数は65日てあ 体の大きさはそれぞれ 1: 3.6 ' 3.7, 3.1, 3.3, 3.2, 

った． 3.3' 3.0, 3.7, 3.5, 3.2，平均 3.4を計測し，排卵

開始日数は62,70, 68, 70, 58, 77, 80, 72, 67, 68, 
第 1表 肝蛭感染後 より排卵開始までの日数

70日であって平均日数は69日てあうた．また虫体の縦，

番 検査 メタケル感E染Hより 横径の比が 1: 2.1-2.9のものは 15匹の家兎てあっ感染年月日 カリア排開始
号 番号 感 染数 までの日数 て，虫体の大きさの平均は 1: 2.5を計測し，排卵開始

A群iI 
1 昭和33年 6月23日 60 57 日数は65日であった．また排卵を開始前に’鑑死した No.
2 " " 61 
5 昭和22年 6月24日 " 60 33, 43の家兎の経過日数は感染後61, 78日であって，虫
7 昭和33年 6月25日 30 59 

俸の大きさはそれぞれ1: 3.2 ' 3.3をみとめた． しか8 " ／／ 55 
9 " ？？ 57 
10 " " 59 第2表排卵開始日数 と虫体

8 11 昭和33年12月8日 ？？ 62 の大きさとの関係
9 12 " " 70 
10 13 " ？？ 68 

検番査号 開感始染まよでりの排日卵数長肝蛭さのの縦比横（平の均＊） B群〈11 15 昭和33年12月9日 " 70 
12 16 " 20 64 
13 18 昭和33年12月10日 ？？ 58 1 57 1 : 1. 7 
14 19 ？？ " 55 9 " " : " 15 20 ？？ ／／ 58 10 59 " : 1.9 

21 昭和34年 6月9日 10 " 
23 62 " : " 

17 22 " " " 
24 60 " : 1.4 

18 23 " " 62 25 58 11:1.7 

C群 ~6 24 " " 60 
平均 59 1 : 1. 7 25 『『 " 58 

21 29 昭和34年 6月17日 20 69 11 62 1 : 3.6 
22 30 " " 59 12 70 " : 3. 7 
23 31 昭和34年10月7日 15 77 13 68 " : 3.1 
24 32 " " 80 15 70 " : 3. 5 
25 34 " " 77 18 58 " : 3.3 
26 35 " ？？ " 31 77 " : 3.2 

37 " " 72 32 80 " : 3. 3 
39 昭和34年10月8日 10 67 37 72 " : 3.0 

26 40 " ？？ 68 39 67 " : 3. 7 
30 41 昭和34年10月9日 ？？ 70 40 68 " : 3 .5 
31 42 ／／ " ／／ 42 70 " : 3.2 
32 44 " " " 33 45 " " 76 平均 69 1 : 3.4 

2 61 1 : 2.2 

2. 排卵開始日数と虫体の大きさとの関係 5 60 " : 2.5 
7 59 " : 2.1 

いままでわが同の肝蛭症は F.んφati caのみによる 8 55 " : 2.4 

ものと知られてきたが，最近に至り F.gigantica及び
16 64 " : 2. 7 
19 55 " : 2. 9 

F.仇dieaが混在しているといわれている．とれら 3種 21 58 " : 2.4 
22 ？？ " : 2. 7 

の鑑別点として，虫体の縦，横の長さの比（横径 1とした 29 69 " : 2.5 

場合の縦径の長さ〉の差異があげられている．排卵開始
30 59 " : " 34 77 " : 2.8 

日数が虫体の縦，横の長さの比との聞にどのような関係 35 " " : 2. 2 
41 70 " : 2. 7 

をもつものかを検討をおとなった．すなわち，第 2表に 44 " " : " 
示すように，虫体の縦，横径の比が 2以下のものは No.

45 76 " : 2. 2 

1, 9' 10, 23, 24および25の家兎であって，虫体は 1: 平均 65 1 : 2.5 

1. 7 ' 1. 7, 1. 9, 1. 9, 1. 4, 1. 7を計測し，平均 1.7てあ ＊肝蛭の横径1とした場合の縦径の長 さ

( 26 ) 
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感染経過日数と排卵の消長との関係 （短期間経過をとった例）第 3表

No. 44 No. 34 No. 7 No. 1 
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感染経過日数と排卵の消長との関係

（長期間経過をとった例）

第 4表

No. 16 No. 2 

感染経 虫卵検出数
過日数 Y W E.P.G. 
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No. 2に比較して常に検出虫卵数は少なかったが，感染

後 221日14個， 228日6個を検出した．しかし感染 239

日以降は全く虫卵を検出されないととが多く ，検出しで

も虫卵数は 1-4個をかぞえるにすぎなかった．

以上の如く排卵開始時期， 検出虫卵数， 感染経過日数

においてそれぞれ差異はあるにしても，ほぼ或る一定の

経過を保って虫卵は検出されるようである．排卵を開始

してより 10-20日頃より虫卵数は次第に増加し，ついて
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Y＝矢尾板法，Wニ渡辺法

しNo.20v・とおいては排卵を開始したのは感染後日日てあ

ったが， 355日を経過したのち剖検を行ったが虫体は検

出てきなかった．

3. 感染経過日数と排卵の消長との関係

糞便検査によって初めて虫卵を検出されるのは普通極

めて少数であるが，病機が経過するに従い検出虫卵はか

なり 変動を示すようである．第 3表に示すように，一般

に排卵開始後著しく検出虫卵数が増加するのは約10-20

日に至って現われる．例えば No.1の渡辺法による検出

状況は，感染58日目ては18個， 64口17個， n日51個， 78

日 801個， 85日 434個と増加を示している．また No.7 

の矢尾板法においても，感染後59日ては 6個， 62日5個

76日10個， 83日10個， 90日53個と上昇の線をたどった．

しかし，終始検出虫卵数の少なかった No.34て、は，感染後

77日て 1個， 90日4個， 96日23個， 97日14個， 99日9個

と軽度の増加をみとめ，また No.44ても感染70日4個，

75日6個， 80日23個， 87日85個， 91日82個， 105日64個

を検出するにすぎなかった．

各例において最も検 出虫卵数の多く検出される時期

は，かなりの増減の消長をたどるが， おおむね 感染後

150日を頂点として 100-200日にわたって現われるよ

うである．すなわち，第4表に示すように，長期間経過

をとった例 （No. 2. 16）にみるように，前述の如く検

出虫卵は排卵開始よりぜんU増加し，経過に伴って次第

に減少する拠物線を画くのである， このような状態を

No. 2. 16て観察する とつぎのようである.No. 2の渡

辺法ての検出は，感染後 238日 460個， 251日 563個て

あったものが， 265日以降の検出卵数は著しく減少し，

感染 265日に至って53個， 292日75個， 306日59個，

330日31個をみとめるにすぎなかった．また NoJ6て、は

Y＝矢尾板法， W＝渡辺法

感染経
過日数

( 27 ) 
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30-40日至り虫卵ば詳しく多く検出されるようになり，

80-90口を頂点として 150日頃まて、継続した後次第に減

少するのである．

4. 肝蛭虫体数と検出虫卵数との関係

肝臓に棲息している肝蛭数を剖検によって確め，!JJ使
検査によって検出さ札た虫卵数との聞に如何なる関係が

あるかについて検索士むこ穴った．虫卵数は最も多〈検

出される感染後 100-150口の成績をもって推察をおこ

第 5表肝蛭虫体数と検出虫卵数との関係

検番査号 寄生肝蛭数
検出虫卵数＊ 平均検出
y 『守J 虫卵数註

1 33 11.2 579.8 
7 26 4 .4 361. 2 l ト792.0
10 24 24.8 1222.8 

］ つ 18 14.4 919.2 
22 10 2.8 135.2 
21 9 2.4 
44 ／／ 

19 7 4.0 
34 II 21.0 32.2 
37 II 55.4 
23 3 2.4 
16 II 0.2 25.4 19.2 
41 II 10.8 
35 1 3.6 

Y＝矢尾板法， W＝渡辺法

＊糞便検査5回の平均検出虫卵数

なった．第5表に示すように， 1-33隻の検出虫体数のも

の14匹の家兎のうち， 1-3隻4匹， 7-10隻6匹， 18-

33~4 匹と区号して比較をおこなってみれ Jま，ぽぽ検出

虫体数の増加に伴い検出虫卵数も平行して土付加するよう

である．各群の渡辺j去による検出成績をみると，肝蛭1

笠の寄生の場合：ょ 3.6個の虫卵数を示し， 8匹ては10.8

-25.4個平均19.2個， 7隻20.2-55.4個平均32.2個， 9 

笠38.2-63.8個平均51.0個， 10！乏 135.2個， 18笠 919.2

個， 24, 26隻の平均虫卵数は 792.0個， 33隻ては 579.8

個てあった．

5. E. P. G.について

欠尾悦，渡辺両法の虫卵析出状況と， E.P.G.の検出

状況とを比較検討するに，一般に前者によって肝蛭虫卵

を検出された場合においても必ずしヰ E.P.G.によって

検出される乙とはなく，宝た逆にE.P.G.によって虫卵

を検出しでも前首の両ノJi.去において検出されないζ とも

ある．このような状態を示す戸かに， jJI：卵数と平行して

E.P.G.ciう数が現わんる ζ と：ょ少なく，之えE.P.G.の

虫卵数は短期聞においても，；守しいj部戒を示す例が多かっ

た（No.2, 7, 10, 16, 21, 22, 24). 

( 28 ) 

総括と考察

肝蛭症を l診断するノ＇m；としては，百ifCf・．の皮内反応、の応

用以外は，一般？と糞便検去が唯一のノ'J7J；として用いられ

ている．主便検査によって検出される虫卵数が，肝臓に

棲息する肝蛭数及び感染経過円数と，どのような関係を

有するものかは極めて大切なことがらどめる．またむ近

問題を捉起している肝蛭の種類と排~I~ との関係を究明す

るととは，木虫の生物学的性質を察知するうえに必要な

ζ とがらであると思う．

肝蛭メタケルカリアが，終宿主に摂取されて成虫に発

育して，初めて排卵を開始する時期は各動物によって差

異はまるが，一般に知ら九、ごいる排卵問始時期は，感染

後10-15週或いは 2カ，I](Marek, Shaw）とされている．

*Liユにおける肝蛭感染試験ては，感染後65-66rl(r，こ肝蛭

虫卵を検出し（小野，木村〉，山羊ては69-74n c渡辺入

または家兎ては63-88fl （小野， 時間）， 55「I以後（問

弁うに烹って初めて虫卵をみとめると報告・している．今

阿の家兎の肝蛭感染試験ては， A群en日和33~1: 6月感染〉

の排卵開始は感染後55ーが口，平均日数58「iて、あった．

またB群（I!円和33,,H2JJ感染〉では55-70円，平均円数

63円， C群 cnn和34｛ド 6月感決〉ては58--69円，平均日

数61n, D群 en月和 341ド10月感染〉においては 67-80

円，平均回数73けであった．このように各群においてか

なりのだ異はみとめられるが，最も早く虫卵をみとめた

のは No.18.19の感染後55r1て＼おって，最も遅れて検出

したのは No.32の80円円であった．これら全頭数の平均

排卵開始円数は感染後65円てもった．

近年わが問の肝蛭症は F.hφαti caのみによるもので

なく ，F.gigantica, F. indicaも混在しているといわ

れている〈渡辺， l瓦〉．渡辺らはこれら 3積の虫体の排卵

開始時期を緬 ・Ui羊，家兎については比岐検討をおとな

っている．すなオ，:S,F. hepatica, F. indicaでは60-

63日， F.gigantica 72--110，平均fl数 82「！とし，更

に同氏らσコラッテについての検索ては F.hepatica 50 

-55日， F. gigantica 60 I l, F. indicaては極めて t発

育が匹、く 127flに至ヮても，なお虫卵を形成しないもの

があると報作している． 8荷の虫休鑑別点として，肝蛭

虫体の縦，仙の長さの比があげられている．木実験にお

いて採集しで虫体の縦， 聞の長さの比を 1: 2以下，

1 : 2.1-2.9 1 : 3以上に区介し，とれらの排卵開始

時期を検索した． 1 : 2以下のものは家兎 6匹に怯息し

ており，これら虫体の縦．債の長さの比：.；： 1 : 1. 7-1 : 

1.9，平均1: 1. 7どあって，排卵fJ目的日数は感染後5'(



~62 日，平均59 日であった． また 1 : 3以上のものが棲

息している家兎11匹ては， 1: 3.0 -1 : 3. 7，平均1: 

3.4，排卵開始日数は58-80日， 平均69日であった．こ

れら 2種の中聞に位する 1:2.1- 1:2.9，平均 1: 

2.5を測定し，排卵開始回数は感染後55-77日，平均65

日であった．

糞便中に排出される肝蛭虫卵数は，感染経過に伴って

変化するようである．排卵開始直後はほとんど少数の虫

卵を検出されるにすぎない．その後10-20円を経過する

と著しく検出虫卵数は増加をみるのであるが，この期間

の虫卵増加現象は，1虫体の排卵機能が旺盛になるとと

によるものか，あるいはまた感染虫体のすべてが，乙の

時期に排卵を行うものかは明確ではない．ただ感染虫体

数の少ない No.23,16, 41, 35と感染虫体数の多い No.

1' 7' 10とを比較すると，排卵開始後の虫卵数の増加

状況が，前者より後者において著しいととから，排卵開

始直後の虫卵数の増加は，感染虫体の多くが，との時期

に至って排卵を行うととによる結果と想像される．

とのように検出虫卵数はぜんじ増加の線をたどり，感

染後 150日を頂点として 100-200日の聞に最も多く虫

卵を検出し，以後次第に減少するようである．牛肝蛭人

工感染試験においての虫卵の検出状況は，家兎よりもわ

づかに早期において多数の虫卵が検出され，感染後 150

日を過ぎると虫卵数が減少するととから，各感染動物に

よってかなりの差異があるものと考えられる．

肝臓に寄生している肝蛭虫体数と，糞便検査によって

検出される虫卵数との関係は，最も多数の虫卵をみとめ

る感染後 100-150日を中心として，糞便検査〈渡辺法〉

5回の平均虫卵数について検討をおとなったととろ，肝

蛭l隻について虫卵数 3.6個， 3隻19.2個， 7隻32.2

個， 9隻51.0個，10隻 135.2個， 18隻 919.2個， 24-26

隻 792.0個， 33隻 579.8個の平均虫卵敬を示し，寄生虫

体数に併行して検出虫卵数も増加することを，知った．

E.P.G.の算定によって寄生虫体数を推定しようと試

みたのであったが，矢尾板，渡辺両方法て虫卵を検出し

ても，Stoll法によって虫卵を検出されない場合，また

逆の成績を示すととが多く ，更に検出虫卵数は検査日に

よって著しく動揺し，今回の試験ては正確なる虫体数の

推定は困難であった．なお肝臓の病変程度，肝蛭寄生部

位と虫卵数との関係については後日報告したい．

まとめ

家兎33匹に肝蛭メタケルカリアを感決せしめ，排卵開

始日数および糞便検査によって検出された肝蛭虫卵数

( 29 ) 
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と，肝蛭虫体の大きさ，感染経過円数，肝臓に寄生する

肝蛭数との聞にどのような関係を有するものかについて

検討をおとない，次の結果を得た．

1. 肝蛭メタケノレカリア感染後，排卵を開始するまで

の口数は最短55日， 最長80日，平均日数65日であった．

2. 肝蛭虫体の縦，横の長さの比と排卵開始日との関

係数は，肝蛭1: 2以下ては平均排卵開始日数は感染後

59日， 1: 3.0以上， 69日， 1:2.1-2.9 ,65日であった．

3. 検出虫卵数の消長は，排卵開始後10-20日を経過

すると増加し，感染後 150日を頂点として 100-200日

の聞に最も多く虫卵を検出した．

4. 検出虫卵数は肝臓寄生肝蛭数の大小に比例して検

出される．

稿を終るに当 P，終始御指導，御校聞をいただきまし

た小野豊教授に深甚の謝意を表します
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EXPERIMENT AL STUDIES OF FASCIOLIASIS 

(2} APPEARANCE OF EGGS IN THE FECES OF INFECTED RABBITS 

SHIGE KIMURA 

(Laboratory of Veterinary Medicine，均1ogoUniversiり ofAgriculture, Hyogo Prφcture) 

In the previous paper the author reported the infection rate of metacercariae in rabbits, 

distribution of F. hφαtica in the liver, and relation between the numbers of parasites and 

deaths among infected rabbits. The present experiment was performed to clarify the time when 

egg-production was started after infection, and relations between the number of eggs in the 

feces, the lapse of time after infection with metacercariae, and the number of
 parasites in the 

liver. The results obtained are summarized as follows. 

1. The prepatent period of F. hφatica, as observed in 33 rabbits, was between 60 and 

80 days, 65 days on the average, after infecti?n with metacercariae. It was recognized that 

egg-production increased gradually from about 70 to 90 days after infection, reaching its 

maximum at approximately 150 days, and decreased gradually beginning with 200 days after 

infection. 

2. The number of eggs in the feces was increased in accordance with an increase in 

the number of parasites in the liver. 

3. When the parasites collected were divided into 3 groups with the width-length ratio 

of the body 1 : 1. 4-1. 9, 1 : 3. 0-3. 7, and 1 : 2.1-2. 9, the prepatent period was 59, 69, and 65 

days, respectively, after infection with metacercariae in the three groups. 

( 30 ) 




